
5. 南南協力の推進
　TICADプロセスは、「アジアの開発経験をアフリカ
と共有できるフォーラム」としての役割を果たしてきま
した。この中で、南南協力が重要なアプローチとして
位置づけられています。アジア・アフリカ協力は、
JICAが長年行ってきたアジアへの支援の過程でアジ
ア諸国に蓄積された技術や人的資源、開発の成功体
験を活用し、アフリカへの効果的な支援を図ることが
期待されています。一例として、道路分野で、日本と
インドが共同でアフリカの実務者を対象とした研修を
開始しました。研修では日本がインドの蓄積の少ない

分野を担当するなど、双方の得意分野を生かしたプロ
グラムとなっています。
　また、アフリカ域内での南南協力も活発に行われて
います。JICAもケニア、セネガル、エジプトなどの
アフリカ諸国で実施する研修プログラムの充実を図っ
ています。日本・セネガル職業訓練センター（CFPT）
は、これまで10年以上にわたって、10カ国以上のフ
ランス語圏アフリカ諸国から研修員を受け入れ、広域
での技術者育成に携わっています［ 事例を参照ください］。

　JICAは、1980年代からINPPに対して、
主に電気・電子、自動車整備、冷凍技術
などの技術者育成を支援してきました。
しかし、1991年頃から国内紛争が広が
ったため協力は中断していました。2000
年代に入って和平が進んだことを受けて、
2010年から産業開発を担う人材育成に

つながる職業訓練プログラムを実施して
います。
　このプログラムの中にINPPキンシャサ
校の指導員の能力強化を目指す技術協
力プロジェクトがあり、基礎技術、専門
技術(自動車学科、冷凍・空調学科)、指
導法の強化により、訓練指導の向上・改

善を図ります。この活動の一環で、現地
研修や日本での研修とともに、セネガル
のCFPTとの相互協力による第三国研修
とCFPTからの専門家派遣があります。
　フランス語圏として経済・文化に共通
性があるセネガルの協力により、効率的
な技術移転だけでなく、アフリカの国同
士の相互協力を通じて新たな国際交流が
生まれることが期待されます。
　なお、CFPTは、これまでに電子工学、
電気技術、電子機械、自動車整備、お
よび情報処理、自動工学の部門で約
2,300名の中級・上級技術者を輩出して
おり、その約15%が国外留学生となって

います。2011年春
には、1992年から校
長を務めるウセイヌ・
ゲイ氏が旭日双光章
を受章しました。

日本・セネガル職業訓練センターで、コンゴ民主共和国の指導員を育成

セネガル・コンゴ民主共和国　職業訓練指導員の能力強化事例

　1984年に日本の援助で設立された日本・セネガル職業訓練センター（CFPT）は、
JICAの支援のもと、セネガルの技術者育成だけでなく、第三国研修としてフラン
ス語圏アフリカ諸国から多くの研修員を受け入れています。
　紛争から復興に向かうコンゴ民主共和国に対しても、JICAは国立職業訓練校
（INPP）の指導員の能力強化の一環として、CFPTとの相互協力による第三国研修
を実施しました。

ダカール市内の職業訓練センターで学生に加工機械の説明をする教員
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